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「めざす生徒の姿」に対する達成状況概要について 
 
 
 

  
早春の候、保護者の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 
さて、保護者の皆様にご協力いただきました「学校評価に活用するアンケート」結果、

地域の皆様からお聞きした情報、生徒の学校生活の状況等を踏まえ、下記のとおり、重点
努力 4項目についての達成状況を取りまとめましたのでご報告いたします。 

 
 

記 

 
めざす生徒の姿（特色ある教育目標） 

 自分を大切にする、周りを大切にする中学生 
  
 

重点努力４項目 
１ 「自分を大切にする」について 

①「道徳の時間」の充実 
 
 
 
 
 
 

 

 

②各教科等の授業改善（分かる授業の実践、家庭学習の充実） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［生徒への質問］道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合った
りする活動に取り組んでいますか。 

［結果］肯定的な回答は 93％、保護者からみた生徒の道徳性について肯定的回答は 74％  

参考；全国学力・学習状況調査における同じ質問の回答は 86％です。 

達成状況  
〇アンケート結果とともに授業中の様子やノートなどから、この項目については概ね達
成できたと判断しています。 

 

［生徒への質問］各教科の授業の内容はよく分かりますか。 
［結果］肯定的な回答は 87％ 
   参考；全国学力・学習状況調査（国・数・理）における同じ質問の回答は 76％です。  

［生徒への質問］学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。  
［結果］１時間以上が 61％ 

参考；全国学力・学習状況調査における同じ質問の回答は 70％です。 
達成状況   
〇授業の様子や学習への取組状況から、学習への意欲は向上傾向にあり、一定の成果は
確認できました。引き続き、ＩＣＴ機器の有効活用を含め分かる授業の実践に努めて
いきます。また、家庭学習の時間が増加するよう、ご家庭での声かけについてご協力
をお願いします。 



 

２ 「周りを大切にする」について 

①思いやりの心の育成（いじめ根絶を目指す） 

※道徳の内容項目のうち、重点的に指導するのは[思いやり、感謝] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

②「総合的な学習の時間」の充実 ※地域（校区）を意識した活動を重視 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■令和５年度に向けて充実・改善すること 
 （１）上記重点努力４項目の達成状況向上 

（２）保護者や地域に信頼される教育活動 
   適切な情報の提供、道徳性の涵養、人権意識の高揚、相談体制の充実 

  [上記に対する対策] 
①校内研修や先進事例の研究によって、引き続き教員の指導力向上を図る。 
②保護者や地域との交流を積極的に行い、協力・連携の体制の強化を図る。 
 （コミュニティ・スクールへの移行） 

  
【お礼】 

1 年間、本校の教育活動に対し、深いご理解とご協力を賜り心からお礼申
し上げます。ありがとうございました。 

［生徒への質問］人が困っているときは、進んで助けている。 
［結果］「当てはまる」、「どちらかといえば、当てはまる」と回答した割合は 89％ 

参考；全国学力・学習状況調査における同じ質問の回答は 88％です。 
［生徒への質問］「友達から優しくされたこと」を書いてください。 
［結果］「友達から優しくされたこと」を書いた生徒は 95％ 
記述内容の一部は次のとおりです。 
〇体調が悪い時一緒にいてくれた。 
〇友人関係で悩んだときや嫌なことがあったときなど、相談にのってくれた。 
〇勉強を教えてくれた。 
〇体調不良で休んでいたが、登校した日に「大丈夫」と声をかけてくれた。 
〇自分の良いところをほめてくれた。 
達成状況   
〇いじめについては、文科省の考え方「いじめの認知件数が多いことは教職員の目が行
き届いているあかし」を踏まえ、積極的に認知しています。引き続き、いじめ防止・
発見に最大限の努力を続けていきます。 

〇教員の観察、生徒の言動、友達から優しくされた経験を書いた生徒の割合等から、こ
の項目については、一定の成果はあったと判断しています。 

［生徒への質問］総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調
べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる。 

［結果］肯定的な回答は 88％、保護者からみた「地域の歴史や文化を学ぶ学習を行って
いる」の肯定的な回答は 76％ 
参考；全国学力・学習状況調査における同じ質問の回答は 72％です。 

達成状況 
〇概ね良好な結果だと判断しています。特に、１年生は地域の人、もの、ことに関わる
探究的な学習の過程（①課題の設定→②情報の収集→③整理・分析→④まとめ・表現）
において、地域の特徴やよさに気づき、それらが人々の努力や工夫によって支えられ
ていることに気づくことができました。２年生は、職業人としての地域の人々の生き
方に学ぶことを通して、「地域の人、もの、ことのよさ」を知ることができました。 


